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図版１ ｢風の絆｣ 第回国展 回記念展賞
 銅版画 ㎝×㎝






















































































































試みた｡ 眩い朝の光､ 影は明るく､ しかしくっきりと水道橋の存在を示してい
る｡ 全体を包む明るい光がこの作品の命である｡ 街も､ 通りを歩く人々も､ カ
フェで談笑する人も朝の光に包まれて一日が始まる｡ 光の中に次第に街の喧騒
が始まっていく｡ そんな光景を描き出した作品である｡



























いくこと､ ｢風の絆｣ シリーズは､ 私と私の思い出たちが織りなす小さな物語
となっている｡ その悲喜交々の物語が､ 私の作品を見る人たちの心に風となっ
て心に響き､ それぞれの風の物語を思い起こす力になってくれればと願うばか
りである｡
今日アトリエに吹き込む風も､ 明日旅の空を吹く風も､ 私の目と心を通して
作品の中に光彩を放ってくれることを､ そして私自身､ 風を感じる心を持ち続
け､ 作品を作り続けられることを願ってやまない｡
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図版 ｢燦燦｣
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図版 ｢朝の光・セゴビア｣
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図版 ｢アンダルシアの風｣
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